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倍数性桑における発根性と増収技術

に関する研究

押金健吾

鱗轡性・・関す・研究は関・押金・（・1959・・63聯擁（198・1！一撫

’79，’81）により行なわれ、葉質等いくつかの優良形質を所持し、その蚕児飼育成績も良好であるが、

収葉量においてやや劣る傾向があり、これらの欠点を補う技術的改善が倍数性桑収上の重要課題とされ

ているo

　因って本研究は、倍数性桑の増収技術のうちまず合理的栽培法に関与する同桑の発根性をしらべ、こ

れらにもとずく各倍数性桑間の特性と発根促進剤の効果について試験した成績である。

材料　と　方法

　供試桑は信州大学繊維学部附属農場に栽植されている夏秋蚕用桑根刈仕立の下記2・3・4倍性桑を

用いた。

（1）2倍体：一の瀬

（2）　〃：剣持

（3）　3倍体：育成vfiEi　31　1（4¢’の自然雑種）

〈4）　　　〃　　　　〃　妬339　（2X×4x）

（5）4倍体：育成燃401（2xのコルヒチン処理4の）

（6）〃　〃κ402（　　〃　　　）

（7）〃　〃・il5・416（　　〃　　　）

（8）　　〃　　　 〃　ノ匠442（4必×4gc）

上記供試品種（樹令14年）の醐枝条1・ついて太、中、細・分肌焔条10本を用い、これを上、

申・下の3部に分割・これらの横断面におけ破部、木質部および髄部にっいて・ギスにより厚さの測

定を行ない・直径に対する各部の割合を期し・発灘検索の基eses料とした。また、醐桑条卿部

位を用い撒促翻N飢の2・・PPm・Ut・h・・tSよび4…PPmの醐鯉を行ない、3・・Cで1・礪（暗

条件）、恒湿器の湿砂中にてカノレス形成を促進後、湿潤パーライト申に挿し、28±1°Cの人工気象器

内にて撒をはか・た・これらの姻で醐・っいて掘職撒個徽醗根率、一一lkmax（総数）、

平均発根数、全根長、平均根長を比較調査した。なお新梢における発根促進剤処理としてNAA　10　p　pm

＋2％S・g・・24h・区・NAA4…PPm　2－3”区、オキシベ・ン2骸3”区およびルー・。粉糧

抹区を設け、川砂および焼ぬか申に挿木を行なったが、実験rgの異常温度のため不成功に終った。
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　一方、各品種におけるカルス形成度の観察と切断部位の形成カルスを酢酸アルコールにて固定後、パ

ラフィン切片法によりプレパラートを作り、ハイディンハイン鉄明ばんヘマトキシリンにて染色を行な

い、カルス細胞における配列の粗密（細胞数）、不定根の原基数、カルス内仮導管数等をそれぞれ鏡検

し、品種相互の比較を行なった。

試　験　結　果

　（1｝桑条の各部位別における2・3・4xの皮部、木質部および髄部の構成割合は第1表に示す通り

皮部の場合、剣持（2x）IIE［　339（3x）が薄く、ガ6442（4x）、一の瀬（2x）がこれにつぎ4x

　　　　　第1表：2倍および3・4倍性桑条における皮部・木質部・髄部の割合

　　部位
i種　　盲

下　　　部 中　　　部 上　　　部 平　　　均

測定値 割　合 測定値 割　合 測定値 割　合 測定値 割　合

一の瀬

i2x）

直　径
轣@部
ﾘ質部
早@部

　％
P00

P0．8

T70
R2．2

　％
P00

P2．4

S4．2

S3．4

　％
P00

P4．0

R0．0

T6．0

　％
P00

P1．8

S8．2

S0．0

剣　持

i2の）

直　径

轣@部
ﾘ質部
早@部

13．0

P．3

ﾄ7
S．0

100

P0．0

T9．3

R0．7

10．8

P．2

T．9

R．7

100

P1．1

T4．6

R4．3

79
P．1

R、（，

R．8

100

P3．9

R8．0

S8．1

10．6
狽R．8

100

P1．3

T2．8

Q乞9

轟（3の） ．　　住

轣@部
ﾘ質部
早@部

17．0

Q．O
撃撃

100

P1．8

T7．6

R0．6

12．7
P：15．2

100

P2．6

S6．5

S0．9

9．8
P：15．1

100

P5．8

R2．7

T2．0

13．2
P：15．2

100

P2．9

S7．7

R9．4

轟（3コじ） 直　径

轣@部
ﾘ質部
早@部

18．5

P．6

P1．6

T．3

100

W．6

U2．7

Q8．7

14．7
P：15．6

100

P0．9

T1．0

R8．1

10．7

P．6

S．6

S．5

100
P5．0

S2．9

S2．1

14．6
P115．1

100
P1．0｛54．1　1　134，9　i

癒401（4¢） 直　径

轣@部
ﾘ質部
早@部

16．4

P．9

W．5

U．0

100

P1．6

T1．8

R6．6

14．2
P：16．9

100

P3．4

W8．0

S8．6

1：12．95．3 100

P4．5

R0．2

T5．3

13．4
P：16．1

100　　1
P2．7　i

SL8　1
S5、5　1

轟（4X）
直　径

轣@部
ﾘ質部
早@部

14．7

P．8

W．0

S．9

100

P2．2

T4．4

R3．4

11．7

k7
S．7

T3

100

P4．5

S0．2

S5．3

8．7

P．3

P二1

100

P4．9

Q1．6

T7．5

11．7
P：15．1

100　　1
P3・7i42．7　1　143．6　1

κ416（4二じ） 直　径

轣@部
ﾘ質部
早@部

14．2

Q．1

U．5

T．6

100

P4．7

S5．8

R9．5

12．0

P．7

P：1

100

P4．2

S2．5

S3．3

1：12．55．0 100

P6．7

Q乙7
T5．6

11．8

P．8

�F1

100　　1
P5．2　　39．8　E45．oi

轟（4コゆ） 直　径

轣@部
ﾘ質部
早@部

16．O
戟F§5．0

100

P0．8

T9．1

R0．1

13．4

P．7

P：1

100

P2．7

S6．3

S1．0

10．4
P：14．5

100

P3．4

S3．3

S3．3

13．4
P：15．層0

100

P1．9

T0．8

R7．3

のIPff．　40　1　．　IVE｛　4Ceおよび癒416は2xに比し約7～30％それぞれ厚く、Ao：　442を除く4xは皮部・⊃肥大

化が特徴でありとくに％416は顕著であったs
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　木質部では一の瀬を100とした指数でみると剣持、％339、燃442ともに約5～12％大きく、ズ6401、

402、416の4xはいずれも約11～17％少ない。

　また髄部の場合、剣持と燃339、ifiEi　442は約7～30％少なく、雁401、402、416では約10～14％
　　　　　　　　　　　　　　　4、8）
大となっている。これらは従来の研究結果と同様で、一般に倍数体は皮部と髄部の割合は大で、木質部

が少となっているが、46339（3x）とAa　442（4x）はともに逆の割合となり2Xの剣持とともに後述

の発根性にとんだものであることから、この構成割合は発根性の検索上の一指標ともなりうるものであ

るo

　（2）発根調査の結果（第2表）によれば、a）発根率は無処理区（対照）で剣持、蕉442が最も勝れ燃

339、311がこれにっぎ、燃401、402、416がともに著しく劣る。NAA処理区においては剣持、46442、

401、402が良好で、蕉416、311は劣り、処理効果の勝れたものは孤401、402および妬389であっ

たが、κ311は発根がみられなかった。

　　　　　　　　　　第2表：2倍および8・4倍性桑における発根状態

品　種 処理区
供試
這

発根個体数
汲ﾆ発根率㈲

一次根数
i総数・本）

平均発根数
i1個体当り・本）

全根長
@　　　（㎝）

平均根長
i1個体当り・㎝）

一の瀬
Cont， 20

V

22 ｝8！188／ 8（100）22（275） 4，0（100）11．0（275） 22．8（100）32，8（144）

｝1迭棚

剣　持
Cont．
mAA

22
V

20
Q2

91（100）100（110） 311（100）356（114） 15．6（100）16．2（104） 112．8（100）183．5（163） 5．6（100）8．3（148）

茄311
Con　t，

mAA
22
V

40 11／18°1 7（100）0（0） 1b8 ^18°1 29。2（100）0（0） 7．3（100）0（0）

燃339
Cont．
mAA

25
V

5幻 雛／瑠
26（100）302（1162）

11：1翻
112，2（100）756．6（674） 22．4（100）36．0（161）

蕉401
Cont．
mAA

20

V

119 0．5（100）95（19000） 2（100）153（7650） 2．0（100）8．1（405） 321：1／18榔 3．7（100）1乞1（462）

燃402
Cont．

mAA
24
V

1盟 0．4（100）92（23000） 3（100）貯3（9100） 3，0（100）12．4（413） 4．6（100）876．9（19063） 4．6（100）39．9（867）

燃416
Cont，
mAA

19

V

17 0．5（100）37（7400） 1（100）31（3100） 1，0（100）4．4（440） 0，8（100）60．5（7563）

8：器鋼

燃442
Cont，
mAA

20

V
13

P9

65（100）95（146） 57（100）354（621）

11：翻ll 143，6（100）1456．8（1014） 11，0（100）76．7（697）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　）は指数

　　（ロ）一次根数および平均発根数は、対照、処理区とも剣持、IKo　339、癒442が他者に勝れ、燃311

および雁416は劣っている。またNAAの処理効果は4⑳の4品種がともに著しく勝れた結果を示し

た。

　　の　全根長の場合も全般的には概して上述の傾向と同様であったが、平均根長では剣持が比較的短

かい状態であった。

（3）発根性の要因にっいて枝条切口に形成されたヵルスの性状から分析してみると（第3衰）、無処

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一10一



理区におけるカルス形成度の品種的差異はma　311＞442＞339＞416＞402＞401＞剣持〉一の瀬の順

位となり、3、4xが2xに勝れ、上記発根の悪い癒311が高く、剣持および一の瀬は低かった。

　　　　　第3表：2倍および3・4倍性桑におけるカルスの諸状態

品　種 カルス形成度 細胞数
i単位面積） 原　基　数 仮導管　数

一の瀬 ±～十（十）※ 94．8（100） 4．3（100） 4．0（100）

剣持 十～十（什） 100．5（106） 3．9（91） 6．7（168）

瓶311 ～冊（冊） 92．6（98） 0（0） 0（0）
茄339 什～柵（冊） 110．3（116） 9．7（226） 9．5（238）

燃401 →一～計（卦） 71．3（75） 0．8（19） 2．4（60）

％402 ・～
p一（升） 80．5（85） 4．6（107） 4．4（110）

姦416 十ト僻（耕） 72．5（77） 5．5（128） 4．5（113）

駈442 十卜～冊（併） 1171（123） 9．9（230） 18．7（342）

　　　　　　※：（　）は形成度平均

NAA処理区では概してその形成度を増したが、剣持、　vPE｛　339、／6442は対照区に比べ差異が認められ

なかった。またカルス細胞の単位面積当りの数（カルスの緊緩・配列度）はipa　442が最多で、　yfli　339、

剣持の順となり、蕉416、yf6　401は少なく、疎に配列した。さらにカルス細胞群申に存在する不定根の

原基数および仮導管数をみると、発根性の高　　　900P

い．va．　442、vPE　339はともに多く、剣持では仮

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　800
導管数は多いが原基数は普通の状態であった。　　　　、

なおNAA処理をした場合、単位面積当りカル　　700

ス細胞数は減り（疎に配列）、原基数および
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　600
仮導管数を増加させた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　500

考察および結論

　上記の試験結：果について、桑条の木質部　　　　300

（X）と髄部（M）と砒（X2M）を品種ごと噂　200

出し、これを発根率、発根数、カルス細胞数、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
騰数（碇根）傭聯れそれ・一の瀬を裏1°°

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100とし縮数で比1し・発根性と関連させて考　0

　編

轟
’庵
8　　喚

　　　犠

　　　レ　ヘノ

2．0

1．8

1．6

1，4

1．2

1．0

察してみると図1、2の通りであるo　　　　　　　IKen　311339401402416442　比

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図1．木質／髄比と発根率・発根数との関係

0．8

Ax／M

）
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350

300

250

2．0

1．8

図1からX／M比は発根性良好な剣持、ua

339、Ma　442は高く、一の瀬、孤311はこれ

につぎ、不良なvfE　401、vfa　402、　IVE　416は一

般に低い。これを一の瀬との比較においては、

剣持は約60％、vfiff．　339は約35％、　AE　442で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．6　　は約20％増となっているが、発根性不良な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ifa　401、yfa　402との比較では剣持が約2倍、
200）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．4　　瓶339では約80、iva　442は約60％増加とな

150　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。これを発根率、発根数でみた場合、それ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．2　　それX／M比に合致し、発根性の難易を示す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LO　　　またカルスの性状からみた発根要因との関

霧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（）；8　　（一定面積当り）剣持、yki　939、燃442は高

　　　IK，n311339401402416M2　些
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　442はともに勝り、蕉311、孤401、蕉402、

　図2．木質／髄比と発根要因との関係　　　　　　　ズ6416はそれぞれ低く、発根性品種と符号し

ている。このことから発根性品種の検索に当っては、X／M比の高いものを選ぶとともに、この比の低

いものは発根足進剤の種類と適切な処理濃度により、発根性を高めることが倍数性桑の増殖上重要な要

因であり、増収技術の導入に役立つものと思われる。
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